
昭和100年
総括イベント

　この一年、京都府南部の博物館・資料館では「昭和」を振り返る展示が開催されました。年度

の締めくくりとして、展示だけでは紹介しきれなかった内容や、京都府南部の「昭和」を物語る

重要テーマを、リレー形式でお話しします。ぜひご参加ください。

 3月8日（日）　13:30～16:00（13:00開場）
  場   所    向日市文化資料館 研修室
  定   員    60名（先着順）
  ※ 参加費無料、事前申込不要

講演１ そして干拓は行われた
宇治市源氏物語ミュージアム学芸員　坪内淳仁

講演２ 昭和の郊外生活と鉄道建設
大山崎町歴史資料館館長　福島克彦

講演３ 1970年万博と松花堂美術館
八幡市立松花堂庭園・美術館館長　平井俊行

講演４講演４ 昭和の発掘調査の思い出
元京都府文化財保護課長　磯野浩光氏

主　　催
   京都府南部地域

        ミュージアム連絡協議会

お問合せ   向日市文化資料館

〒617-0002  京都府向日市寺戸町南垣内 40-1
TEL  075-931-1182 / FAX  075-931-1121
https://www.city.muko.kyoto.jp/site/shiryokan/

 向日市文化資料館 テーマ展

寿岳旧邸向日庵 －家族の仕事を生んだ家－

　イベント当日の向日市文化資料館では、テーマ展
を開催中。あわせてご覧ください。
　英文学者で書物・和紙の研究者としても知られる　英文学者で書物・和紙の研究者としても知られる

寿岳文章の自宅として、昭和8年(1933)に建てられた
｢向日庵（こうじつあん）｣。昨年3月、国の登録有形
文化財になった昭和初期の家と、そこで営まれた学
者一家の仕事や生活を、写真や文でご紹介します。


